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登場人物紹介

日本
〈特殊部隊サイレント・コア〉
土
ど

門
もん

康
こう

平
へい

　陸将補。水陸機動団長。出世したが、元上司と同僚の行動
に振り回されている。

〔原田小隊〕
原
はら

田
だ

拓
たく

海
み

　一尉。陸海空三部隊を渡り歩き、土門に一本釣りされ入隊
した。今回、記憶が無いまま結婚していた。

畑
はたけ

友
とも

之
ゆき

　曹長。分隊長。冬戦教からの復帰組。コードネーム：ファ
ーム。

高
たか

山
やま

健
けん

　一曹。分隊長。西方普連からの復帰組。コードネーム：ヘル
スケア。

大
おお

城
しろ

雅
まさ

彦
ひこ

　一曹。土門の片腕としての活躍。コードネーム：キャッス
ル。

待
まち

田
だ

晴
はる

郎
お

　一曹。地図読みのプロ。コードネーム：ガル。
田
た

口
ぐち

芯
しん

太
た

　二曹。部隊随一の狙撃手。コードネーム：リザード。
比
ひ

嘉
が

博
ひろ

実
み

　三曹。ドンパチ好きのオキナワン。田口の「相方」を自称。
コードネーム：ヤンバル。

吾
あ

妻
づま

大
だい

樹
き

　三曹。山登りが人生だという。コードネーム：アイガー。
〔姜小隊〕
姜
かん

彩
あや

夏
か

　三佐。元は韓国陸軍参謀本部作戦二課に所属。司馬に目をか
けられ、日本人と結婚したことで部隊にひっぱられた。

漆
うるし

原
ばら

武
たけ

富
とみ

　曹長。司馬小隊ナンバー２。コードネーム：バレル。
福
ふく

留
とめ

弾
だん

　一曹。分隊長。鹿児島県出身で、部隊のまとめ役。コードネ
ーム：チェスト。

井
い

伊
い

翔
かける

　一曹。高専出身で部隊のシステム屋。コードネーム：リベ
ット。

水
みず

野
の

智
とも

雄
お

　一曹。元体育学校出身のオリンピック強化選手。コードネ
ーム：フィッシュ。

西
にし

川
かわ

新
しん

介
すけ

　二曹。種子島出身で、もとは西方普連所属。コードネーム：
トッピー。



御
み

堂
どう

走
そう

馬
ま

　二曹。元マラソン・ランナー。コードネーム：シューズ。
姉
あね

小
こう

路
じ

実
さね

篤
あつ

　二曹。父親はロシア関係のビジネス界の大物。コードネ
ーム：ボーンズ。

川
かわ

西
にし

雅
まさ

文
ふみ

　三曹。元Ｊリーガー。コードネーム：キック。
由
ゆ

良
ら

慎
しん

司
じ

　三曹。西部普連から引き抜かれた狙撃兵。コードネーム：
ニードル。

小
お

田
だ

桐
ぎり

将
しょう

　三曹。タガログ語を話せる。コードネーム：ベビーフェ
イス。

阿
あ

比
び

留
る

憲
あきら

　三曹。対馬出身。西方普連から修業にきた。コードネーム：
ダック。

赤
あか

羽
ばね

拓
たく

真
ま

　三曹。フィールドでのゲテモノ食いに長ける。コードネー
ム：シェフ。

〔訓練小隊〕
甘
あま

利
り

宏
ひろし

　一曹。元は海自のメディック。生徒隊時代の原田の同期。
訓練小隊を率いる。コードネーム：フアラライ。

〔民間軍事会社〕
音
おと

無
なし

誠
せい

次
じ

　土門の元上司。自衛隊退役者からなる民
Ｐ Ｍ Ｓ Ｃ

間軍事会社の顧問。
〝ヘブン・オン・アース〟内に滞在していた。

西
にし

銘
な

悠
ゆ

紀
き

夫
お

　元二佐。〝魚釣島警備計画甲２〟の指揮をとる。台湾軍
のパイロット救出作戦中に解放軍と交戦し、死亡。

赤
あか

石
いし

富
とみ

彦
ひこ

　元三佐。
木
こ

暮
ぐれ

龍
りゅう

慈
じ

　元一曹。狙撃手。二〇年前に引退し、北海道でマタギと
して暮らしていた。

〔水陸機動団〕
司
し

馬
ば

光
ひかる

　一佐。水陸機動団教官。引き取って育てた娘に店をもたせ
るため、台湾にいたが……。

〈航空自衛隊〉
丸
まる

山
やま

琢
たく

己
み

　空将。航空総隊司令官。
永
なが

瀬
せ

豊
ゆたか

　二佐。原田が所沢の防衛医大付属病院で世話になった医師。
防衛医大卒で陸上自衛隊のレンジャー・バッジを持っている変
わり者。

三
み

宅
やけ

隆
たか

敏
とし

　三佐。予備自衛官。五藤彬の恩師。



（総隊司令部）
羽
は

布
ぶ

峯
みね

光
みつ

　一佐。総隊司令部運用課別班班長。
喜
き

多
た

川
がわ

・キャサリン・瑛
えい

子
こ

　二佐。情報将校。横田出身で、父親はイ
ラクで戦死したアメリカの空軍将校。

新
しん

庄
じょう

藍
あい

　一尉。父親は防府の鬼教官だった。ＴＡＣネーム：ウィッチ。
（警戒航空団）
戸
と

河
がわ

啓
けい

子
こ

　二佐。飛行警戒管制群副司令。ウイングマークをもつ。
（第六〇二飛行隊）
内
うち

村
むら

泰
たい

治
じ

　三佐。第六〇二飛行隊副隊長。イーグル・ドライバー上が
り。

〈海上自衛隊〉
佐
さ

伯
えき

昌
まさ

明
あき

　元海上幕僚長。太
Ｃ Ｉ Ｃ Ｐ Ｏ

平洋相互協力信頼醸成措置会議の、日本
側代表団を率いていたが、バイオ・テロによる感染症で死亡。

河
かわ

畑
はた

由
ゆ

孝
たか

　海将補。第一航空群司令。
下
しも

園
ぞの

茂
しげ

喜
き

　一佐。首席幕僚。
伊
い

勢
せ

崎
ざき

将
たもつ

　一佐。第一航空隊司令。
（第一護衛隊群）
國
くに

島
しま

俊
しゅん

治
じ

　海将補。第一護衛隊群司令。
梅
うめ

原
はら

徳
とく

宏
ひろ

　一佐。首席幕僚。
（航空集団）
樋
ひの

上
うえ

幸
こう

太
た

　二佐。Ｐ－１乗り。前職は鹿屋の第一航空隊幕僚。航空隊
総司令部のエイビス・ルームに参加。

〈外務省〉
九
く

条
じょう

寛
ひろし

　外務省・総合外交政策局・安全保障政策課係長。〝ヘブン・
オン・アース〟日本側の事務方トップ。

〈防衛省〉
〔陸幕防衛部〕
竹
たけ

義
よし

則
のり

　二佐。航空隊総司令部のエイビス・ルームに参加。
〔海幕防衛部〕
福
ふく

原
はら

邦
くに

彦
ひこ

　二佐。海幕防衛部装備体系課付き。前職は護衛艦の艦長。
航空隊総司令部のエイビス・ルームに参加。



〔豪華客船〝ヘブン・オン・アース〟〕
ガリーナ・カサロヴァ　〝ヘブン・オン・アース〟の船医。五ヶ国語
を喋るブルガリア人女性。

五
ご

藤
とう

彬
あきら

　〝ヘブン・オン・アース〟の船医。感染症学が専門の研究者。
是
これ

枝
えだ

飛
ひ ゅ う ま

雄馬　プロオケを目指していた青年。プロオケの先輩から誘わ
れ、〝ヘブン・オン・アース〟に乗り込んだ。

浪
なみ

川
かわ

恵
え

美
み

子
こ

　是枝が思いを寄せるビオラ奏者。音楽教師を三年で辞め
て、奏者に復帰した。

ナジーブ・ハリーファ　ハリーファ＆ハイガー・カンパニーのＣＥＯ。
豪華客船内のバイオ・テロの首謀者。

アメリカ
〈陸軍〉
マーカス・グッドウィン　中佐。グリーンベレーのオブザーバー。
〈海軍〉
クリストファー・バード　元海軍少将。太

Ｃ Ｉ Ｃ Ｐ

平洋相互協力信頼醸成措置
会
Ｏ

議のアメリカ側代表団。佐伯昌明元海上幕僚長のカウンター
パート。

〈海兵隊〉
ジョージ・オブライエン　中佐。海兵隊オブザーバー。
（ネイビー・シールズ）
カイル・コートニー　曹長。チーム１のベテラン。
エンリケ・リマ　大尉。部隊の指揮をとる。

中国
（中南海）
潘
パン

宏
ホン

大
タァ

　中央弁公庁副主任。

（国内安全保衛局）
秦
チィン

卓
チゥオ

凡
ファン

　二級警督（警部）。
蘇
スゥ

躍
ユエ

　警視。許
シユ

文
ウェン

龍
ロン

が原因でウルムチ支局に左遷されたと思っていた。
（科学院武漢病毒研究所）
馬
マ

麗
リー

夢
モン

　博士。主任研究員。



〈海軍〉
（総参謀部）
任
レン

思
ス

遠
ユアン

　少将。人民解放軍総参謀部作戦部特殊作戦局局長兼特殊戦
司令官。四一四突撃隊を立ち上げた。

黄
ホアン

桐
トン

　大佐。局次長。
（〝蛟竜突撃隊〟）
徐
シユイ

孫
スン

童
トン

　中佐。〝蛟竜突撃隊〟を指揮する。
宋
ソン

勤
チン

　中佐。元少佐の民間人で、北京大学日本研究センターの研究員
だった。任思遠海軍少将に請われ復帰した。

（南海艦隊）
東
トン

暁
シィアオ

寧
ニン

　海軍大将（上将）。南海艦隊司令官。
賀
ホヲ

一
イー

智
チィ

　海軍少将。艦隊参謀長
万
ワン

通
トン

　大佐。艦隊対潜参謀。
（東海艦隊）
唐
タン

東
ドン

明
ミン

　大将（上将）。東海艦隊司令官。
馬
マ

慶
チン

林
リン

　大佐。東海艦隊参謀。アメリカのマ
Ｍ Ｉ Ｔ

サチューセッツ工科大学
でオペレーションズ・リサーチを研究し、博士号を取った。そ
の後、海軍から佐官待遇でのオファがあり、軍に入る。唐東明
の秘蔵っ子。

（ＫＪ― 600（空警― 600））
浩
ハオ

菲
フェイ

　中佐。空警― 600のシステムを開発。電子工学の博士号を持つ
エンジニア。

葉
イエ

凡
ファン

　少佐。空警― 600機長。搭乗員六人のうちの唯一の男性。
秦
チィン

怡
イー

　大尉。副操縦士。上海の名門工科大学、同済大学の浩菲の後輩。
電子工学の修士号をもつ。

高
カオ

学
シュエ

兵
ピン

　中尉。機付き長。浩が関わるずっと前から機体開発に関わ
っていたベテランエンジニア。

（Ｙ－９Ｘ哨戒機）
鍾
チォン

桂
クイ

蘭
ラン

　少佐。ＡＥＳＡレーダーの専門家で、哨戒機へのＡＥＳＡ
レーダーの搭載を目指す女性。

（第164海軍陸戦兵旅団）
姚
ヤオ

彦
イェン

　少将。第164海軍陸戦兵旅団を率いる。
万
ワン

仰
ヤン

東
トン

　大佐。旅団参謀長。



雷
レイ

炎
イェン

　大佐。旅団作戦参謀。中佐、兵站指揮官だったが、姚彦が大
佐に任命して作戦参謀とした。兵士としては無能だが、作戦を
立てさせると有能。

戴
タイ

一
イー

智
チィ

　中佐。旅団情報参謀。情報担当士官だったが、上官が重体に
なり旅団情報参謀に任命された。

張
ツァン

高
ガオ

遠
ユエン

　博士。人民解放軍の極秘研究機関〝Ｓ機関〟所属。〝宅
オ タ ク

男〟
の風貌だが、数理データ・サイエンスの若き天才で、ある任務
を命じられ寧波海軍飛行場に派遣された。

（台湾）
頼
ライ

筱
シャオ

喬
チャオ

　サクラ連隊を率いて戦死した頼龍
ロン

雲
ユン

陸軍中将の一人娘。台
北で新規オープンした飲茶屋の店主。司馬光が〝チャオ〟と呼び、
店の開店を支援している。

王
ワン

志
チー

豪
ハオ

　退役海軍中将。海兵隊の元司令官で、未だに強い影響力をも
つ。王文雄の遠縁。

王
ワン

文
ウェン

雄
ション

　司馬の知り合いで、司馬は〝フミオ〟と呼ぶ。京都大学法
学部、大学院に進み、国民党の党職員になった。今は、台日親
善協会の幹部候補生兼党の対外宣伝部次長。

〈陸軍〉
（陸軍第601航空旅団）
傅
フー

祥
シヤン

任
ジェン

　少将。旅団長。
馮
フォン

陳
チェン

旦
ダアン

　中佐。作戦参謀。
（〝龍城部隊〟）
平
ピン

龍
ロン

義
イ

　少佐。第１中隊長。
藍
ラン

志
チー

玲
リン

　大尉。女性のグラビア・アイドル。第１中隊ナンバー３の乗
り手。コールサイン：マリリン。

黄
ファン

益
イー

全
チェン

　少尉。藍志玲大尉の前
ガ ナ ー

席射撃手。既婚者のベテラン。
（フロッグマン部隊）
何
ホー

一
イー

中
ジュン

　大尉。フロッグマン部隊を指揮する。
〈海軍〉
李
リー

志
ヂー

強
チャン

　大将。
蔡
ツァイ

尊
ズン

　中佐。



（〝海龍〟）
顔
イェン

昇
シェン

豪
ハオ

　大佐。〝海龍〟艦長。
朱
チュ

蕙
フイ

　中佐。〝海龍〟副長。以前は司令部勤務で燻っていたが、切れ
者の女性。

（台湾軍海兵隊）
（両

フ ロ ッ グ マ ン

棲偵捜大隊）
岳
ユエ

威
ウェイ

倫
ルン

　中士（軍曹）。狙撃兵。コードネーム：ドラード。パイロッ
ト救出作戦中に解放軍と交戦し、死亡。

呂
ルー

東
ドン

華
ファ

　上等兵。狙撃兵。
〔第99旅団〕
陳
チェン

智
ヂー

偉
ウエイ

　大佐。台湾軍海兵隊第99旅団の一個大隊を指揮する。
黄
ホァン

俊
ジュン

男
ナン

　中佐。作戦参謀。大隊副隊長でもある。
呉
ウー

金
ジン

福
フー

　少佐。情報参謀。
楊
ヤン

志
ヂー

明
ミン

　二等兵。美大を休学して軍に入った。
〈空軍〉
李
リー

彦
イェン

　少将。第５戦術戦闘航空団を指揮する。
劉
リウ

建
ジェン

宏
ホン

　中佐。第17飛行中隊を率いる。

シンガポール
〈インターポール・反

Ｒ Ｔ Ｃ Ｎ

テロ調整室〉
許
シユ

文
ウェン

龍
ロン

　警視正。ＲＴＣＮ代表統括官。
メアリー・キスリング　ＲＴＣＮの次長。ＦＢＩから派遣された黒人
女性。

柴
しば

田
た

幸
ゆき

男
お

　警視正。警察庁から派遣されている。
朴
パク

机
ボム

浩
ホ

　警視。韓国警察から派遣されている。

イギリス
〈英国対外秘密情報部（ＭＩ６）〉
マリア・ジョンソン　ＭＩ６極東統括官。大

オーバーロード

君主。



東
シ
ナ
海
開
戦
６　

イ
ー
ジ
ス
の
盾
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プ
ロ
ロ
ー
グ

　

中
華
民
国
・
国
防
部
長
（
国
防
相
）
の
谷ク

ー

進ジ
ン

強チ
ア
ン

は
、

と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
い
男
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
前
任

の
国
家
安
全
局
長
時
代
は
、
黒く

ろ

子ご

に
徹
し
て
メ
デ
ィ
ア
の

前
に
出
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
。

　

父
親
も
政
治
家
。
本
人
は
軍
隊
時
代
の
エ
リ
ー
ト
生
活

を
中
佐
で
捨
て
、
地
方
政
治
に
身
を
転
じ
て
、
こ
つ
こ
つ

と
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
て
き
た
。

　

お
世
辞
に
も
、
ハ
ン
サ
ム
で
は
な
い
。
い
つ
も
不
機
嫌

そ
う
な
表
情
を
し
て
い
る
。
人
前
で
笑
う
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、〝
氷ア

イ
ス
マ
ン

の
男
〞
や
、〝
岩ザ

・
ロ
ツ
ク

の
男
〞
と
陰
口
を
た
た
か

れ
て
い
る
。
本
人
は
、
ア
イ
ス
マ
ン
よ
り
ザ
・
ロ
ッ
ク
と

呼
ば
れ
る
こ
と
を
好
ん
だ
。

　

中
央
政
界
に
身
を
転
じ
て
か
ら
、
こ
の
十
年
、
総
統
の

椅
子
を
狙
っ
て
い
る
と
囁
か
れ
て
き
た
が
、
本
人
は
否
定

も
肯
定
も
し
な
か
っ
た
。

　

軍
隊
時
代
の
経
歴
に
は
謎
が
多
い
。
二
度
、
米
国
留
学

を
経
験
し
た
ら
し
く
、
そ
の
間
に
、
ア
メ
リ
カ
で
の
人
脈

を
築
い
た
と
噂
さ
れ
る
が
、
本
人
は
、
海
兵
隊
に
い
た
と

い
う
以
上
の
こ
と
を
喋
っ
た
こ
と
は
な
い
。
取
材
に
動
い

た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
海
兵
隊
時
代
の
同
期
を
片
っ
端

か
ら
当
た
っ
て
み
た
が
、
口
を
開
い
て
く
れ
た
人
間
は
一

人
も
い
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
情
報
畑
の
人
間
で

あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
た
。

　

記
者
発
表
は
だ
い
た
い
部
下
任
せ
。
部
隊
の
視
察
に
出
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て
も
原
稿
を
棒
読
み
す
る
ば
か
り
で
、
兵
士
の
輪
の
中
に

入
り
、
肩
を
組
ん
で
笑
顔
を
振
り
ま
く
よ
う
な
タ
イ
プ
で

は
無
か
っ
た
。

　

だ
か
ら
、
そ
の
日
の
朝
、
つ
ま
り
、
解
放
軍
が
東
沙
島

を
襲
撃
し
て
奇
襲
上
陸
し
て
か
ら
八
日
目
の
早
朝
、
基
隆

海
軍
基
地
で
記
者
会
見
に
挑
ん
だ
時
、
記
者
連
中
は
、
ま

ず
そ
の
唐
突
さ
に
驚
い
た
し
、
ぼ
さ
ぼ
さ
の
髪
で
、
疲
れ

切
っ
た
表
情
に
も
驚
か
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
珍
し
く
、
そ

の
手
元
に
原
稿
は
な
か
っ
た
。

　

詰
め
か
け
た
記
者
た
ち
は
、
彼
の
肉
声
の
穏
や
か
さ
に

驚
き
、
滅
多
に
感
情
を
表
に
出
さ
な
い
こ
の
人
物
が
、

徐
々
に
感
情
に
押
し
流
さ
れ
、
苦
悩
し
、
時
に
嗚お

咽え
つ

す
る

か
の
よ
う
に
言
葉
に
詰
ま
る
姿
に
驚
い
た
。
そ
の
、
あ
ま

り
に
も
人
間
ら
し
い
振
る
舞
い
に
皆
が
心
を
突
き
動
か
さ

れ
た
の
だ
。

　

彼
は
ま
ず
、
陸
軍
の
人
寄
せ
パ
ン
ダ
と
し
て
国
民
に
知

ら
れ
て
い
る
グ
ラ
ビ
ア
・
ア
イ
ド
ル
に
関
し
て
話
し
始
め

た
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
軍
は
、
二
枚
の
写
真
を
公
表
し
て

い
た
。

　

一
枚
は
、
担
架
の
側
に
寄
り
添
い
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
後

部
ハ
ッ
チ
か
ら
乗
り
込
も
う
と
す
る
一
人
の
兵
士
、
二
枚

目
は
、
基
隆
基
地
に
降
り
立
っ
た
後
、
出
迎
え
た
谷
進
強

に
敬
礼
す
る
姿
の
写
真
だ
っ
た
。

　

一
枚
目
は
、
正
直
誰
か
全
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
顔
は

迷
彩
ド
ー
ラ
ン
を
塗
り
、
飛
行
服
を
着
て
い
る
こ
と
以
外
、

身
元
が
わ
か
る
よ
う
な
も
の
は
な
い
。
た
だ
、
全
体
的
な

シ
ル
エ
ッ
ト
か
ら
、
な
ん
と
な
く
女
性
だ
ろ
う
と
見
分
け

ら
れ
る
程
度
だ
。
だ
が
二
枚
目
は
、
そ
の
ド
ー
ラ
ン
を
落

と
し
た
素
顔
で
、
そ
れ
は
陸
軍
の
マ
ス
コ
ッ
ト
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
藍ラ

ン

志チ
ー

玲リ
ン

大
尉
だ
っ
た
。

　

谷
進
強
は
、
思
い
詰
め
た
よ
う
な
表
情
で
語
り
始
め
た
。

そ
の
視
線
は
宙
を
泳
ぎ
、
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
だ
っ
た
。

　

―
陸
軍
の
ア
イ
ド
ル
、
藍
志
玲
大
尉
に
関
し
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て
、
国
民
の
間
に
あ
る
誤
解
を
解
く
日
が
来
た
。

彼
女
の
こ
と
を
、
あ
れ
は
た
だ
の
グ
ラ
ビ
ア
・
ア

イ
ド
ル
で
、
大
尉
の
階
級
は
偽い

つ
わり

だ
し
、
戦
闘
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
だ
と
い
う
の
も
作
ら

れ
た
虚
像
に
過
ぎ
な
い
、
あ
の
軍
服
を
着
た
ア
イ

ド
ル
は
、
ネ
ジ
一
本
回
せ
な
い
と
い
う
噂
話
が
世

間
に
出
回
っ
て
い
る
。
軍
と
し
て
、
そ
れ
を
積
極

的
に
否
定
し
た
こ
と
は
な
い
。
彼
女
の
安
全
の
た

め
に
、
そ
の
手
の
邪
推
や
噂
は
放
置
さ
れ
て
き
た
。

　

事
実
と
し
て
、
こ
こ
に
明
ら
か
に
す
る
が
、
彼

女
は
疑
い
よ
う
無
く
立
派
な
陸
軍
大
尉
で
あ
り
、

Ａ
Ｈ
―

64
Ｅ
〝
ア
パ
ッ
チ
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
〞
戦

闘
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
優
秀
な
パ
イ
ロ
ッ
ト
だ
。
そ

の
技
量
は
、
同
期
の
中
で
も
ぬ
き
ん
で
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
作
戦
が
持
ち
上
が
っ
た
時
、

彼
女
は
当
然
の
ご
と
く
志
願
し
、
部
隊
は
、
そ
の

優
秀
さ
の
み
で
選
抜
し
、
彼
女
に
、
極
め
て
困
難

な
任
務
を
命
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

我
が
軍
、
陸
軍
と
海
兵
隊
は
、
と
あ
る
無
人
島

で
、
友
邦
国
の
部
隊
と
と
も
に
、
防
衛
任
務
に
当

た
っ
て
い
た
。
そ
こ
へ
上
陸
し
て
来
た
敵
は
、
こ

ち
ら
の
数
倍
あ
り
、
味
方
歩
兵
だ
け
で
は
、
半
日

と
持
ち
堪
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

わ
れ
わ
れ
は
そ
こ
に
二
機
の
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
戦

闘
ヘ
リ
を
派
遣
し
た
。
彼
女
ら
は
、
補
給
を
繰
り

返
し
つ
つ
、
味
方
を
支
援
し
、
幾
度
と
な
く
味
方

部
隊
の
窮
地
を
救
っ
た
。
し
か
し
、
島
に
持
ち
込

め
た
武
器
弾
薬
は
僅
か
で
、
昨
夜
、
残
っ
た
最
後

の
武
装
で
敵
の
背
後
を
衝
く
べ
く
出
撃
し
た
。
敵

は
攻
勢
を
仕
掛
け
、
味
方
は
押
さ
れ
て
い
た
。
敵

の
退
路
を
断
ち
、
そ
の
攻
撃
の
意
図
を
挫く

じ

く
べ
く

出
撃
し
た
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
・
ヘ
リ
だ
っ
た
が
、
攻

撃
直
後
、
地
上
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
食
ら
い
、

藍ラ
ン

大
尉
が
乗
っ
た
戦
闘
ヘ
リ
は
、
敵
の
制
圧
エ
リ
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ア
内
に
不
時
着
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

わ
が
歩
兵
部
隊
は
、
圧
倒
的
な
数
的
劣
勢
下
に

あ
っ
た
が
、
友
邦
国
の
部
隊
と
と
も
に
、
直
ち
に

行
動
を
起
こ
し
、
敵
の
前
線
に
斬
り
込
み
、
突
破

し
、
二
人
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
救
出
を
急
い
だ
。
だ

が
、
前
席
射
撃
手
の
黄

フ
ァ
ン

益イ
ー

全チ
ェ
ン

少
尉
は
負
傷
し
、

二
人
は
、
迅
速
な
移
動
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

こ
の
時
、
幸
運
に
も
、
二
名
の
海
兵
隊
狙
撃
手

が
、
敵
の
制
圧
圏
内
に
お
い
て
密
か
に
作
戦
行
動

中
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
も
こ
の
二
名
は
、
幾
度

と
な
く
味
方
を
救
っ
て
い
た
。
二
人
は
直
ち
に
パ

イ
ロ
ッ
ト
と
の
接
触
を
急
い
だ
…
…
。

　

だ
が
、
敵
は
す
ぐ
そ
ば
ま
で
迫
り
、
彼
女
ら
は

包
囲
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
脱
出
路
は
限
ら
れ
た
…
…
。

　
（
し
ば
し
の
重
い
沈
黙
を
経
て
―
）

　

…
…
他
に
、
術す

べ

は
無
か
っ
た
の
だ
！
…
…
。
狙

撃
手
で
あ
り
、
上
官
で
も
あ
っ
た
岳ユ

エ

威ウ
ェ
イ

倫ル
ン

中
士

は
、
そ
の
時
、
自
分
が
置
か
れ
た
状
況
を
的
確
に

理
解
し
て
い
た
は
ず
だ
…
…
。
彼
は
、
ま
だ
若
い

訓
練
中
の
部
下
を
連
れ
て
い
た
。
負
傷
し
た
黄
益

全
少
尉
に
肩
を
貸
す
部
下
の
背
嚢
に
、
彼
は
「
妻

に
渡
し
て
く
れ
」
と
形
見
の
品
を
突
っ
込
む
と
、

部
下
の
背
中
を
押
し
、
自
ら
は
囮お

と
りと

し
て
、
敵
陣

の
中
へ
と
向
か
っ
て
行
っ
た
。

　

彼
は
、
自
分
の
運
命
も
、
使
命
も
理
解
し
て
い

た
こ
と
と
思
う
。
恐
ら
く
、
海
兵
隊
下
士
官
な
ら
、

誰
で
も
全
員
が
そ
う
し
た
だ
ろ
う
行
動
に
出
た
の

だ
。
最
初
は
狙
撃
銃
で
敵
を
牽け

ん

制せ
い

し
、
続
い
て
手

榴
弾
を
投
げ
て
敵
を
圧
迫
し
、
最
後
は
、
突
撃
銃

を
撃
ち
ま
く
っ
て
殺
到
す
る
敵
兵
士
を
引
き
付
け

た
…
…
。

　

先
ほ
ど
、
総
統
府
か
ら
未
亡
人
に
お
見
舞
い
の

言
葉
が
伝
え
ら
れ
た
。
二
階
級
特
進
し
た
岳
少
尉

に
は
、
去
年
、
二
人
目
の
子
供
が
生
ま
れ
た
ば
か
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り
だ
っ
た
。

　

私
は
、
一
人
の
元
海
兵
隊
員
と
し
て
、
岳
少
尉

の
戦
死
に
弔
意
を
表
す
る
。
二
人
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

を
救
出
す
る
た
め
に
、
他
に
も
、
海
兵
隊
員
二
名

と
、
友
邦
国
の
兵
士
三
名
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
こ

の
中
に
は
、
部
隊
を
率
い
た
士
官
も
含
ま
れ
て
い

る
。

　

二
人
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
、
こ
う
し
て
無
事
に
脱

出
し
、
黄
少
尉
は
す
で
に
治
療
を
受
け
て
い
る
。

命
に
別
状
は
無
い
。
藍
大
尉
は
、
健
康
診
断
と
治

療
を
受
け
た
後
、
私
と
面
会
し
た
。
あ
ち
こ
ち
に

酷
い
擦
り
傷
と
打
撲
は
あ
る
も
の
の
至
っ
て
意
気

軒
昂
で
あ
り
、
速
や
か
に
戦
場
に
復
帰
す
る
許
可

を
求
め
て
い
る
。

　

岳
少
尉
の
亡
骸
は
、
す
で
に
味
方
部
隊
に
よ
っ

て
収
容
さ
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
ま
だ
、
そ
の
無
人

島
に
踏
み
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
戦
争
は
過
酷
で
、
楽
観
で
き
る
要
素
な
ど

何
処
に
も
な
い
。
敵
は
あ
ま
り
に
も
圧
倒
的
な
戦

力
を
持
ち
、
わ
れ
わ
れ
は
孤
立
し
て
い
る
。
わ
れ

わ
れ
と
と
も
に
戦
っ
て
く
れ
る
味
方
は
僅
か
だ
。

だ
が
、
兵
士
諸
君
！ 

そ
し
て
国
民
の
皆
さ
ん
。

わ
れ
わ
れ
は
意
志
の
力
で
、
敵
の
野
望
を
打
ち
砕

く
こ
と
が
出
来
る
。

　

今
日
、
戦
場
に
散
っ
た
兵
士
の
た
め
に
、
ど
う

か
、
し
ば
し
祈
り
を
捧
げ
て
欲
し
い
。
彼
ら
の
魂

に
安
ら
ぎ
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の
遺
族
に
安
寧
の

日
々
が
訪
れ
る
こ
と
を
―
。

　

記
者
は
、
皆
俯う

つ
む

き
が
ち
で
、
し
ば
ら
く
誰
も
言
葉
を

発
し
な
か
っ
た
。
す
す
り
泣
き
す
る
女
性
記
者
も
い
た
。

や
が
て
、
誰
か
が
「
そ
の
形
見
の
品
と
は
？
」
と
小
声
で

聞
い
た
。

「
あ
あ
…
…
、
そ
れ
は
、
遺
族
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
だ
と
思
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う
。
い
や
、
そ
う
だ
な
…
…
。
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
だ
っ
た
。

小
さ
な
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
で
、
狙
撃
兵
は
、
敵
を
待
つ
間
、

地
形
把
握
の
た
め
に
周
囲
を
風
景
描
写
す
る
か
ら
、
絵
が

上
手
く
な
る
。
鉛
筆
画
で
、
家
族
の
横
顔
が
描
い
て
あ
っ

た
」

　

谷
進
強
は
、
無
言
の
ま
ま
次
の
質
問
を
待
っ
た
が
、
皆

が
そ
の
衝
撃
に
耐
え
て
い
る
と
い
う
事
実
を
理
解
す
る
と
、

「
こ
れ
が
戦
争
の
現
実
だ
…
…
」
と
呟
い
て
、
建
物
の
中

に
消
え
て
行
っ
た
。

　

そ
の
数
時
間
後
開
か
れ
た
日
本
の
総
理
官
邸
、
官
房
長

官
の
午
前
の
記
者
会
見
で
、
型
通
り
の
質
問
が
記
者
か
ら

為
さ
れ
た
。「
無
人
島
と
は
、
魚
釣
島
で
あ
り
、
そ
こ
で

自
衛
官
が
戦
死
し
た
の
か
？
」
と
。

　

官
房
長
官
は
、
涼
し
い
顔
で
、「
魚
釣
島
に
自
衛
官
が

い
る
と
い
う
事
実
は
な
く
、
そ
の
事
実
が
な
い
以
上
、
当

然
な
が
ら
、
そ
こ
で
自
衛
官
が
戦
死
し
た
と
い
う
事
実
も

な
い
。
台
湾
で
の
『
無
人
島
』
発
言
が
、
ど
こ
を
差
す
の

か
当
方
は
関
知
し
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

不
思
議
な
こ
と
に
、
そ
の
発
言
に
突
っ
込
む
記
者
は
い

な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
戦
略
的
忍
耐
を
繰
り
広
げ
る
日
本

の
現
実
だ
っ
た
。

　

中
国
の
東
沙
島
奇
襲
占
領
に
端
を
発
し
た
東
シ
ナ
海
の

戦
い
は
、
八
日
目
の
朝
を
迎
え
て
い
た
。
東
沙
島
に
立
て

篭
も
っ
て
い
た
台
湾
軍
海
兵
隊
は
、
自
衛
隊
潜
水
艦
に
よ

っ
て
無
事
脱
出
し
た
が
、
台
湾
沖
、
尖
閣
諸
島
周
辺
で
は
、

数
度
に
及
ぶ
大
規
模
な
空
中
戦
が
発
生
し
て
い
た
。
中
国

側
は
、
一
〇
〇
〇
機
に
及
ぶ
無
人
化
し
た
旧
型
戦
闘
機
を

繰
り
出
し
て
日
台
両
軍
を
疲
弊
さ
せ
た
。
日
台
側
は
、
ア

メ
リ
カ
空
軍
の
助
け
も
借
り
て
こ
れ
を
撃
退
。
す
る
と
中

国
は
、
嘉
手
納
基
地
と
那
覇
空
港
へ
通
常
弾
頭
に
よ
る
弾

道
弾
攻
撃
を
敢
行
。
米
側
は
、
報
復
と
し
て
解
放
軍
が
占

領
し
た
東
沙
島
に
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
行
っ
て
警
告
し
た
。

　

そ
し
て
解
放
軍
は
満
を
持
し
て
尖
閣
諸
島
、
魚
釣
島
へ
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と
上
陸
し
て
来
た
。

　

戦
略
的
忍
耐
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
日
本
側
は
、
こ
れ
を

少
数
の
特
殊
部
隊
と
民
間
軍
事
会
社
で
応
戦
。
中
国
側
は
、

巡
航
ミ
サ
イ
ル
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
敵
地
上
部
隊
の
殱
滅
を

目
論
ん
だ
が
、
日
本
は
イ
ー
ジ
ス
護
衛
艦
の
ミ
サ
イ
ル
弾

庫
を
空
に
し
て
応
戦
、
こ
れ
を
全
弾
、
叩
き
墜
し
た
。

　

魚
釣
島
で
は
、
数
度
の
陸
戦
を
経
て
、
そ
の
度
に
日
本

側
も
犠
牲
を
払
っ
て
は
い
た
が
、
戦
死
者
の
数
で
は
、
解

放
軍
側
が
桁
違
い
に
多
か
っ
た
。

　

日
台
中
国
、
そ
れ
ぞ
れ
莫
大
な
戦
費
と
人
的
犠
牲
を
払

い
つ
つ
、
小
さ
な
無
人
島
の
帰
趨
を
巡
っ
て
、
戦
線
は
膠

着
し
つ
つ
あ
っ
た
。
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人
民
解
放
軍
海
軍
で
潜
水
艦
狩
り
を
任
務
と
す
る
Ｙ
―

９
Ｘ
哨
戒
機
、
そ
の
コ
ク
ピ
ッ
ト
直
後
左
側
の
戦
術
航
空

士
席
に
座
る
鍾

チ
ォ
ン

桂ク
イ

蘭ラ
ン

海
軍
少
佐
は
、
窓
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
少
し
上
げ
、
明
る
さ
を
取
り
戻
し
た
海
岸
線
を
見
下
ろ

し
て
い
た
。
と
に
か
く
、
あ
の
状
況
下
で
こ
こ
ま
で
無
事

に
戻
っ
て
来
ら
れ
た
の
は
奇
跡
と
言
っ
て
良
か
っ
た
。

　

コ
ク
ピ
ッ
ト
で
は
、
二
人
の
正
副
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
、
し

き
り
に
残
燃
料
を
計
算
し
て
い
た
。
も
と
よ
り
、
こ
の
手

の
大
型
哨
戒
機
に
は
空
中
給
油
機
能
は
な
い
。
い
っ
た
ん

離
陸
す
れ
ば
、
一
二
時
間
は
平
気
で
飛
べ
る
の
だ
。
そ
れ

以
上
の
時
間
、
空
中
給
油
し
て
任
務
に
就
い
た
と
こ
ろ
で
、

乗
員
の
体
力
と
集
中
力
が
持
た
な
い
か
ら
、
基
地
に
引
き

返
す
し
か
な
い
。

　

機
体
は
、
そ
の
長
い
時
間
を
飛
び
続
け
、
な
お
残
燃
料

ぎ
り
ぎ
り
で
帰
投
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
燃
料
警
告
灯
が

ピ
ー
ピ
ー
鳴
り
始
め
る
。

　

エ
ン
ジ
ン
四
基
の
騒
音
の
せ
い
で
、
機
内
は
そ
れ
な
り

に
う
る
さ
く
、
耳
栓
と
イ
ン
タ
ー
カ
ム
が
必
須
だ
が
、
彼

女
の
席
ま
で
は
、
そ
の
警
告
音
が
確
実
に
届
い
て
い
た
。

　

す
で
に
三
〇
分
前
か
ら
、
外
側
の
エ
ン
ジ
ン
は
止
ま
っ

て
い
る
。
今
は
内
側
二
発
だ
け
で
飛
ん
で
い
た
。

　

副
操
縦
士
が
無
線
に
齧
り
付
い
て
、
寧ニ

ン

波ポ
ー

海
軍
基
地
に

優
先
着
陸
の
要
請
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
こ
ん
な
時
間
ま

で
踏
み
と
ど
ま
る
べ
き
で
は
無
か
っ
た
が
、
ど
う
し
て
も
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最
後
ま
で
見
届
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が

出
来
る
の
は
、
自
分
が
開
発
し
た
最
新
鋭
の
Ａ
Ｅ
Ｓ
Ａ
レ

ー
ダ
ー
を
装
備
し
た
こ
の
機
体
だ
け
だ
と
い
う
自
信
が
あ

っ
た
。
何
し
ろ
、
空
軍
の
早
期
警
戒
管
制
指
揮
機
は
、
艦

隊
の
遥
か
後
方
、
ほ
と
ん
ど
陸
地
の
上
か
ら
前
に
出
よ
う

と
し
な
い
の
だ
。
頼
み
の
艦
載
型
早
期
警
戒
機
は
、
イ
ー

ジ
ス
艦
の
収
束
ビ
ー
ム
を
喰
ら
い
、
今
地
上
で
大
が
か
り

な
修
理
作
業
に
入
っ
て
い
た
。

　

普
段
よ
り
大
き
な
衝
撃
で
機
体
が
ズ
ド
ン
！ 

と
着
陸

す
る
。
こ
ん
な
衝
撃
は
、
シ
ス
テ
ム
へ
の
衝
撃
実
験
以
来

だ
っ
た
。
後
方
の
対
潜
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
女
性
兵
士
が

小
さ
な
悲
鳴
を
上
げ
た
。

　

機
体
は
、
そ
の
ま
ま
誘
導
路
へ
と
進
ん
だ
が
、
そ
こ
で

燃
料
が
尽
き
た
。
エ
ン
ジ
ン
が
咳
き
込
む
前
に
、
パ
イ
ロ

ッ
ト
は
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
さ
せ
た
。
正
し
い
判
断
だ
っ
た
。

異
常
燃
焼
は
、
メ
ン
テ
の
手
間
を
増
や
す
だ
け
だ
。

　

機
内
が
静
け
さ
を
取
り
戻
す
と
、
鍾
少
佐
は
シ
ョ
ル
ダ

ー
・
ハ
ー
ネ
ス
を
外
し
て
立
ち
上
が
り
、
通
路
へ
と
出
た
。

「
良
く
や
っ
た
わ
よ
、
み
ん
な
！ 

パ
イ
ロ
ッ
ト
も
ご
苦

労
様
で
す
。
整
備
に
は
し
ば
ら
く
時
間
が
掛
か
る
で
し
ょ

う
か
ら
、
シ
ャ
ワ
ー
で
も
浴
び
て
、
一
眠
り
し
て
下
さ
い
」

　

し
ば
ら
く
誘
導
路
上
で
待
つ
と
、〝
猛
士
〞
装
甲
車
と
、

整
備
兵
を
乗
せ
た
ミ
ニ
・
バ
ス
が
向
か
っ
て
来
る
。
乗
組

員
は
ミ
ニ
・
バ
ス
に
、
鍾
少
佐
は
、
デ
ー
タ
や
パ
ソ
コ
ン

を
入
れ
た
ブ
リ
ー
フ
ケ
ー
ス
を
手
に
持
つ
と
、
猛
士
の
後

部
座
席
へ
と
乗
り
込
ん
だ
。

　

奥
ま
っ
た
格
納
庫
へ
向
か
う
よ
う
命
じ
る
と
、
そ
の
中

で
、
こ
の
戦
争
の
帰
趨
を
決
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
、

も
う
一
機
の
飛
行
機
が
整
備
と
い
う
か
、
大
修
理
を
受
け

て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　

背
中
に
背
負
う
巨
大
な
円
盤
の
カ
バ
ー
が
外
さ
れ
て
い

る
姿
は
痛
々
し
か
っ
た
。

　

ハ
ン
ガ
ー
の
中
で
は
、
一
〇
メ
ー
ト
ル
四
方
は
あ
り
そ

う
な
巨
大
な
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
設
計
図
が
広
げ
ら
れ
、
メ
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ー
カ
ー
か
ら
呼
ん
だ
応
援
の
民
間
人
技
術
者
た
ち
が
作
業

に
当
た
っ
て
い
た
。
焼
き
切
れ
た
素
子
や
電
子
回
路
を
交

換
す
る
作
業
だ
っ
た
。

　

そ
の
艦
載
型
早
期
警
戒
機
Ｋ
Ｊ
―

600
（
空
警
―

600
）
の

デ
ュ
ア
ル
・
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
を
開
発
し
た
浩ハ

オ

菲フ
ェ
イ

海

軍
中
佐
が
、
ま
る
で
女
王
の
よ
う
に
堂
々
と
振
る
ま
い
、

細
々
と
指
示
を
出
し
て
い
た
。

「
こ
て
ん
ぱ
ん
に
殺や

ら
れ
た
ん
で
す
っ
て
？
」
と
浩
か
ら

先
に
呼
び
か
け
た
。

「
え
え
。
先
輩
の
こ
の
機
体
が
い
て
く
れ
れ
ば
、
も
っ
と

綺
麗
に
、
よ
り
多
く
の
情
報
も
得
ら
れ
た
ん
で
す
が
。
で

も
私
の
機
体
だ
け
で
も
、
そ
れ
な
り
の
こ
と
は
見
え
ま
し

た
。
た
ぶ
ん
、
私
の
機
体
以
上
の
デ
ー
タ
を
収
集
で
き
た

軍
艦
や
軍
用
機
は
い
な
い
は
ず
で
す
。
わ
れ
わ
れ
、
ち
ょ

っ
と
危
険
な
く
ら
い
敵
に
接
近
し
て
い
ま
し
た
か
ら
」

「
ど
う
し
て
？ 

私
の
機
体
が
酷
い
目
に
遭
っ
た
ば
か
り

な
の
に
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
敵
に
近
づ
い
た
の
よ
？
」

「
そ
れ
は
、
単
純
な
理
由
で
、
そ
こ
に
敵
は
い
な
い
と
思

っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
レ
ー
ダ
ー
に
映
っ
て
い
る
の
は
、

た
だ
の
大
型
巡
視
船
の
は
ず
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
ち

ら
の
ミ
サ
イ
ル
が
撃
た
れ
た
瞬
間
、
イ
ー
ジ
ス
・
レ
ー
ダ

ー
に
火
が
入
っ
て
、
す
ぐ
そ
ば
に
い
る
の
が
、
イ
ー
ジ
ス

艦
で
、
自
分
た
ち
は
、
そ
の
艦
対
空
ミ
サ
イ
ル
の
射
程
圏

内
を
飛
ん
で
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
で
も
、
一
か
八
か
、

敵
が
撃
っ
て
こ
な
い
こ
と
に
賭
け
て
、
そ
の
場
に
居
続
け

ま
し
た
。
今
思
う
と
、
馬
鹿
な
こ
と
を
し
た
と
後
悔
し
て

い
ま
す
。
ク
ル
ー
を
危
険
に
晒
し
、
燃
料
不
足
で
こ
こ
ま

で
辿
り
着
け
な
い
と
こ
ろ
で
し
た
」

「
聞
い
て
る
？ 

東
海
艦
隊
の
馬マ

参
謀
が
話
を
聞
き
た
い

か
ら
と
こ
こ
に
向
か
っ
て
い
る
わ
」

「
は
い
。
機
上
で
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
燃
料

補
給
に
も
っ
と
手
前
の
飛
行
場
に
降
り
る
つ
も
り
で
し
た

か
ら
。
で
も
わ
れ
わ
れ
に
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
で
…
…
」

「
頼
り
に
さ
れ
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
だ
け
の
実
力
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を
持
っ
て
い
る
か
ら
よ
」

　

鍾
少
佐
は
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
視
線
を

く
れ
た
。
食
い
物
が
山
積
み
さ
れ
て
い
た
。

「
美
味
し
そ
う
で
す
ね
。
カ
レ
ー
の
ナ
ン
み
た
い
だ
け
ど

…
…
」

「
ど
う
ぞ
食
べ
て
。
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
ベ
ー
コ
ン
を
巻
い
た

だ
け
の
ピ
ザ
パ
ン
よ
。
熱
い
コ
ー
ヒ
ー
も
あ
る
わ
よ
？
」

「
い
え
。
コ
ー
ヒ
ー
は
飲
み
過
ぎ
な
の
で
、
普
通
の
お
茶

で
結
構
で
す
。
こ
の
機
体
、
修
理
は
あ
と
ど
の
く
ら
い
掛

か
り
そ
う
で
す
か
？
」

「
そ
う
ね
。
な
ん
と
か
今
夜
中
に
は
終
わ
ら
せ
た
い
わ
」

「
そ
ん
な
に
早
く
！
―
」

「
え
え
。
一
時
間
で
も
早
く
復
帰
さ
せ
て
、
敵
の
度
肝
を

抜
い
て
や
る
わ
。
解
放
軍
に
は
、
も
し
か
し
て
二
機
目
の

デ
ュ
ア
ル
・
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
搭
載
機
が
い
た
の
か
と

び
っ
く
り
さ
せ
て
や
る
」

　

鍾
少
佐
は
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
ブ
リ
ー
フ
ケ
ー
ス
を
置
く

と
、
パ
イ
プ
椅
子
に
座
っ
て
そ
の
ピ
ザ
パ
ン
を
食
べ
始
め

た
。
浩
が
、
電
気
ポ
ッ
ト
か
ら
熱
い
お
茶
を
紙
コ
ッ
プ
に

注
い
で
く
れ
た
。

「
見
ま
す
？
」

「
い
え
。
貴
方
の
方
が
専
門
で
し
ょ
う
？
」

「
ま
さ
か
。
私
は
た
だ
Ａ
Ｅ
Ｓ
Ａ
レ
ー
ダ
ー
の
専
門
で
あ

っ
て
、
そ
れ
も
見
つ
け
る
の
は
艦
船
や
潜
望
鏡
で
す
。
飛

び
道
具
を
見
つ
け
る
の
は
先
輩
の
ご
専
門
で
し
ょ
う
」

「
馬
大
佐
が
い
ら
し
た
時
の
た
め
に
、
驚
き
は
取
っ
て
お

く
わ
」

「
で
も
、
メ
ー
カ
ー
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
多
い
で
す
ね
」

「
こ
こ
だ
け
の
話
よ
。
実
は
、
あ
ち
こ
ち
の
基
地
や
駐
屯

地
で
、
中Ｍ

Ｅ

Ｒ

Ｓ

東
呼
吸
器
症
候
群
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
て

い
る
ら
し
い
の
よ
。
そ
れ
で
、
ま
ず
人
の
移
動
を
最
小
に

し
て
、
蔓
延
を
防
い
で
い
る
」

「
ま
さ
か
？ 

だ
っ
て
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
上
陸
は
阻
止
出

来
た
ん
で
し
ょ
う
？ 

そ
の
感
染
拡
大
も
、
上
海
周
辺
に
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限
定
さ
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
で
す
か
？
」

「
こ
こ
寧
波
は
上
海
の
す
ぐ
南
だ
し
、
噂
だ
け
ど
、
ど
う

や
っ
た
の
か
、
テ
ロ
リ
ス
ト
は
軍
の
周
辺
に
集
中
的
に
ウ

イ
ル
ス
を
ば
ら
ま
く
こ
と
に
成
功
し
た
ら
し
い
の
よ
。
何

し
ろ
、
最
高
司
令
部
の
八パ

ァ

一イ
ー

大タ
ァ

楼ロ
ウ

が
、
そ
れ
で
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
さ
れ
た
ら
し
い
か
ら
。
も
っ
と
も
、
そ
の
前
に
軍
首

脳
部
は
、
あ
ら
か
た
秘
密
の
地
下
軍
事
司
令
部
に
退
避
し

て
い
た
は
ず
だ
け
ど
。
こ
の
基
地
の
中
で
も
、
行
動
出
来

る
エ
リ
ア
と
、
接
触
し
て
良
い
人
間
を
峻
別
す
る
よ
う
命

令
が
出
て
い
る
わ
。
こ
の
戦
時
下
で
そ
ん
な
こ
と
を
守
れ

る
と
は
思
え
な
い
け
れ
ど
…
…
」

　

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
こ
の
ピ
ザ
パ
ン
は
異
様
に
美
味

し
い
…
…
。
半
日
に
も
及
ぶ
哨
戒
時
間
を
少
し
で
も
楽
し

め
る
よ
う
、
機
内
に
持
ち
込
む
軽
食
に
は
皆
で
意
見
を
出

し
合
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ぜ
ひ
検
討
す
る

価
値
が
あ
り
そ
う
だ
と
鍾
は
思
っ
た
。

　

聴
き
馴
れ
な
い
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
ロ
ー
タ
ー
音
が
聞
こ

え
て
来
る
と
、
エ
プ
ロ
ン
に
直
接
降
り
て
き
た
。
海
軍
の

ハ
ル
ビ
ン
Ｚ
―

20
Ｊ
汎
用
ヘ
リ
だ
っ
た
。
西
側
で
は
、
ブ

ラ
ッ
ク
ホ
ー
ク
・
ヘ
リ
の
デ
ッ
ド
コ
ピ
ー
扱
い
さ
れ
て
い

る
が
、
ロ
ー
タ
ー
が
一
枚
多
い
。
他
は
、
ま
あ
デ
ザ
イ
ン

に
関
し
て
は
コ
ピ
ー
商
品
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
無
い
ほ
ど

よ
く
似
て
い
た
。

　

東
海
艦
隊
参
謀
の
馬マ

慶チ
ン

林リ
ン

大
佐
が
キ
ャ
ビ
ン
か
ら
降
り

て
向
か
っ
て
来
る
。
米
留
組
の
エ
リ
ー
ト
だ
っ
た
。
そ
れ

も
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
で
博
士
号
を
取
っ
て
、
一

度
民
間
企
業
に
就
職
し
て
か
ら
軍
に
入
っ
た
変
わ
り
者
だ

っ
た
。

　

馬
大
佐
は
、
う
っ
す
ら
と
無
精
髭
を
生
や
し
て
い
た
。

ハ
ン
ガ
ー
に
入
っ
て
来
る
と
、
ま
ず
基
地
の
兵
士
が
Ｎ
95

マ
ス
ク
を
手
渡
し
た
。
大
佐
は
そ
れ
を
着
用
す
る
と
、
腰

に
両
手
を
宛あ

て

が
い
、
足
を
開
い
て
一
瞬
、
立
ち
止
ま
っ
た
。

そ
し
て
フ
ー
！ 

と
声
に
出
し
て
た
め
息
を
漏
ら
し
た
。

「
や
れ
や
れ
だ
。
こ
こ
は
間
違
い
無
く
地
上
だ
な
。
揺
れ
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